
演題演題 演題演題14：00 ～ 15：00 15：15 ～ 16：15

■お問い合わせ先：神戸薬科大学　地域連携サテライトセンター
〒658-0053　神戸市東灘区住吉宮町 3-9-29　　TEL：078-224-5362

公開市民講座公開市民講座公開市民講座公開市民講座第26回 公開市民講座公開市民講座公開市民講座第26回 回 第26回 

FAX：078-224-5363　 　メール：ccsc@kobepharma-u.ac.jp

6 月 9日（月）～ 7月 3日（木）までに FAX・メールで 
氏名、年齢、住所、電話番号を記入のうえ、お申し込みください。

糖尿病は、全身性疾患であると同時に慢性疾
患でもあります。その意味で糖尿病診療は他
の多くの疾患診療のロールモデルとも言えま
す。この糖尿病診療を通して開業医としての
経験から患者と医師そして薬剤師を始めとす
るコメディカルがどのように協調していくこと
が地域医療の向上、ひいては一人一人のより
よい医療につながるかを考えていきたいと
思います。

申し込み方法

2025 年 7月 7日（月）14：00 ～ 16：15
神戸薬科大学　地域連携サテライトセンター（住吉宮町 3-9-29）

東灘次世代医療人材育成コンソーシアム共催

『よりよい地域医療のために　　　　　　
～糖尿病診療を通して伝えたいこと～』 &

　　　　　　　「糖尿病に対する運動のススメ」
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『よりよい地域医療のために　　　　　　
～糖尿病診療を通して伝えたいこと～』 &

　　　　　　　「糖尿病に対する運動のススメ」

定員：100人
（先着順）

よりよい地域医療のために
　～糖尿病診療を通して伝えたいこと～

糖尿病には、遺伝的な影響だけでなく、食事
や運動などの生活習慣が大きく関わってい
ます。そのため、運動療法は、糖尿病治療の
柱の一つとされ、運動を継続して実践して
いくことが治療において重視されています。
今回は、理学療法士の立場から、「糖尿病に
対する運動の効果」と「運動を継続して実践
していくためのコツ」についてお話させてい
ただこうと思います。

糖尿病に対する運動のススメ

さかた内科クリニック院長　坂田  宗昭
甲南女子大学  看護リハビリテーション学部

理学療法学科  助教 石原  広大



ＪＲ・六甲ライナー「住吉駅」下車南へ徒歩５分

申込期間：6月 9 日（月）から 7 月 3 日（木）

第26回 公開市民講座  申込について

国道２号を歩道橋で越えて、
南にまっすぐ進んでください。

申込先：〒658-0053   神戸市東灘区住吉宮町 3-9-29
神戸薬科大学「第 26 回公開市民講座」係

▶ F  A  X： 078 - 224 - 5363  
▶ E-mail： ccsc@kobepharma-u.ac.jp

注意事項  ※ 定員を超えるお申し込みをいただいた場合は、お断りすることもあります。
※ いただきました個人情報は、当セミナーの実施のために利用し、それ以外の
　目的には一切使用いたしません。

１．氏　　　名

２．年　　　齢　　　　　　　歳

３．住　　　所

４．電 話 番 号　　　　　　　－　　　　　　　－

〒　　　　-

申込方法：FAXまたはメールで下記をご記入のうえ、お申し込みください。
＊メールでお申し込みの方は件名に公開市民講座と記載してください。




